
酒蔵ツーリズム！   美濃飛騨の地酒、地元酒をじっくりと味わってみませんか！！ 

・・・美濃国 酒呑童子のつどい・・・ (コルマール倶楽部) 

地酒といえば越後、それとも信濃・・・いえいえ、我が美濃の国にも素敵な地酒、地元

酒が多くあります。水が良くて美味しいお米が採れるところに旨いお酒はできるのです。

現在、岐阜県には６０弱の造り酒屋がありますが、時代の流れでその数は減り続けていま

す。伝統ある酒蔵の銘酒が呑めなくなるのは寂しいことです。 
 
今回、１０の酒蔵の銘酒を集め、利き酒会を行うことになりました。純米酒を中心に吟

醸酒や古酒も揃えてみます。有名なお酒とか高額な吟醸酒ということではなく、貴方にと

って一番の美味しいお酒、銘柄を見つけていただければ幸いです。 U-may sake 
 
日時：平成 22 年 5 月 23 日（日曜） 
主催：美濃国 酒呑童子の会 （コルマール倶楽部の一部会） 
場所：カフェレストラン・コルマール（0581-34-4885）本巣・道の駅「織部の里」近く 
開場：13 時  開始：13 時 30 分  終了：17 時頃 
会費：2,000 円 （利き酒 ＢＢＱなどつまみあり） 
定員：30～40 名 
申込み：事前にマスターの河村まで申込みをお願いします。 
    メールの方は      mino_wajin@mail.goo.ne.jp 
「美濃国 酒呑童子」のブログ http://blog.goo.ne.jp/syutendouji-mino/ 

※お願い事項・・・飲酒運転はご法度です。必ず車で送迎していただくか、樽見鉄道や岐

阜バスを利用してください。（帰りの樽鉄大垣駅行き・織部駅 16：57 18：14 19：01） 
 

《お楽しみ》 
岐阜県でただ一人！？スコットランドのバグパイプの演奏を郷氏にお願いしてあります。

その迫力、音量は圧倒的・・・感動間違いなしです。 
往年の名車、ホンダ・Ｓ８００もやってきます。製造されてから４０年以上が過ぎた今

も、時計のように精密といわれた DOHC エンジンは健在です。青春時代の名車に会えるの

も楽しみです。（杉山氏所有） 
 
《夢工房・・・コルマール倶楽部》 
そこに集まった皆さんの夢を実現する倶楽部です。旅、歴史、カメラ、オーディオ、往年

の名車、オートバイ、絵画、写真、音楽、ワイン、鉄道、城跡・・・皆さんの趣味、夢を

仲間とともに実現する集まりです。詳しい内容はマスターまで問い合わせてください。 
会員募集中・・・です。酒呑童子の会も募集中ですよ。 



酒蔵ツーリズム・・・直接に酒蔵を訪ね、蔵主の酒造りへのこだわりをお聞きしながら味

わうお酒はまた格別です。創業 300 年・・・その伝統ある建物を見るだけでも価値があり

ます。この人が造る酒なら間違いがない・・・ 
 
酒米（酒造好適米）・・・山田錦や五百万石、美山錦に雄町などが主流ですが、岐阜の地元

米、飛騨ほまれや美濃錦などが契約栽培で作られ、岐阜の地元酒が造られています。恵那

の坂折の棚田で栽培されたお米で酒造り・・・そんな地産地消も始まっています。 
 
杜氏・・・かつては、越後、能登、南部などから杜氏がやってきましたが、今は、蔵元杜

氏、若い蔵主が自ら杜氏となってこだわりの酒造りをしています。その熱意は半端じゃな

い・・・その味が証明をしています。 
 
酒蔵の建物・・・古いところでは創業３００年とか・・・江戸時代の初期より酒造りを始

め、今の当主は 10 数代目・・・黒光りのする柱、重厚な屋根瓦、漆喰で固められた白い壁、

年月を経た高い煙突のある風景も味わいがあります。トロッコのレール跡も・・・ 
 
今回、予定の銘柄と酒造場・・・（あくまでも予定ですが） 
「房島屋」   所酒造    揖斐川町三輪     0585-22-0002 
「達磨正宗」  白木恒助商店 岐阜市門屋      058-229-1008 
「榮一」    林本店    各務原市那加新加納町 058-382-1238 
「長良川」   小町酒造   各務原市蘇原伊吹町  058-382-0077 
「百春」    小坂酒造場  美濃市        0575-33-0682  
「金泉」    平和錦酒造  川辺町下麻生     0574-53-5007 
「はなざかり」 花盛酒造   八百津町八百津    0574-43-0016 
「千古乃岩」  千古乃岩酒造 土岐市駄知町     0572-59-8014 
「小左衛門」  中島醸造   瑞浪市土岐町     0572-68-3151 
「三千櫻」   三千桜酒造  中津川市田瀬     0573-72-3003 
※数年掛かりで、岐阜の全ての地酒を網羅する予定です。ご期待を・・・！！ 
 
閑話・・・ 
四合瓶の勧め・・・一升瓶はなかなか重いですし、なんか大酒呑みみたいなイメージが

ありますね。割高かもしれませんが、値ごろな四合瓶をお勧めします。私は、1,200 円から

1,500 円くらいのを愛飲しています。結果、純米酒が多いようです。そして、それを冷蔵庫

に・・・冷酒は口当たりもよく、香りも最高に楽しめます。旨いお酒は冷やしていただき

たいものです。冷蔵庫で冷やすのにも四合瓶は丁度良い・・・です。あくまでも好みです

が。酒器にもこだわって・・・織部や志野の美濃焼きや、切子なんていうのも素敵です。 


